
  

あなたは祈ります！ 

 

力強く効果的な祈りの生活を築くための諸

原則を発見しましょう。祈り(個人的なレ

ベルで神と交流すること)は、私たちの人

生と周囲に肯定的な変化を見出すための鍵

です。デビッド・J・スワント氏の「この

世から離れて：キリスト者の成長と目的ガ

イド」から引用しました。 
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「私たちは祈ります！」 

 

今日の社会では、多くの人は人生の困難を

生き抜くために祈りは効果のない方法だと

見なします。実際、全く祈らない人たちも

います。他の人たちは、あらゆることを試

した後にのみ、祈ろうとします。 

 

しかし、神は私たちの祈りを、困難を乗り

越えるためにあらゆる選択肢や手段を尽く

した後の最後の手段とは決して意図してお

られませんでした。まことに、神は祈りが

すべてのキリスト者の生活の中心にあるこ

とを望んでおられるのです。祈りは困った

時最初にすべきことであり、最後にするこ

とではありません。神は私たちから一日中

、毎日、乏しくて困っている時も豊かに満

たされている時も、話を聞きたいと願って

おられます。また、祈ることによって生ま

れる継続的な交流の中で、神は多くの仕方

でご自分の愛を示したいと望んでおられま

す。 

 



祈りは、私たちの人生とその周囲に肯定的

な変化を見出すための鍵であり、神との歩

みにおける成長のための基礎なのです。 

 

「義人の祈りは働くと、大きな力がありま

す」(ヤコブ5:16)。 

  



   

「神はあなたから話を聞くことを

望んでおられます」 

 

祈りを困難に直面した時の最後の手段とし

て見てしまう多くの理由の1つは、私たち

が不正確な神認識を持っていることです。

私たちは時々誤って、神は遠い存在であり

、私たちの人生への関心も非人間的なレベ

ルに留まっていると考えてしまいます。し

かし実際は、神はあなたの人生に深い関心

を持っておられます。神はご自身の喜びの

ためにあなたを造られ、あなたの中に、ま

たあなたを通して、働きたいと願っておら

れます！ 

 

祈りは神との交流であると簡単に定義され

ます。あなたの親しい友人関係を考えてみ

ましょう。確かに、その人はあなたが必要

とする時に頼れるでしょう。しかしあなた

はいつも彼らと話をするのではないでしょ

うか。人生を共有するのではないでしょう

か。そうです、神はあなたの親友になりた

いと思われているのです。あなたは神に、

どんなことでも話すことができます。神と



共に笑い、今日の出来事を話すこともでき

ます。神に対して正直に、心の願いを打ち

明けることもできます。肝心なのは、神は

すべてを聞きたいと願っておられることで

す！神はあなたと親密で個人的な交流を持

つことを大いに願っておられるのです。 

 

「見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく

。だれでも、わたしの声を聞いて戸をあけ

るなら、わたしは、彼のところに入って、

彼とともに食事をし、彼もわたしとともに

食事をする」(黙示録3:20)。 

 

イエスはあなたの心の戸を叩き、個人的な

レベルで貴重な交わりの時を持ちたいと望

んでおられます。交わりを求めるイエスの

優しい要請に答えてその戸を開けることは

、神の祝福に溢れ、実り多く、効果的で、

報われる祈りの人生の始まりです。 

 

神は人生の避難所の真の源であり、神はご

自身の誠実と愛を示したいと願っておられ

ます。どんな困難も神にとって大き過ぎる

ということはありません。神は単にあなた

から話を聞きたいと願っておられるのです

。 



 

「民よ。どんなときにも、神に信頼せよ。

あなたがたの心を神の御前に注ぎ出せ。神

は、われらの避け所である」(詩篇62:8)。 

 

  



   

「個人的な祈り」 

 

友人、家族、あるいは食前の祈りでも、共

に祈ることは公共的な場で神と交流する素

晴らしい方法です。しかし、共同体的な祈

りに参加するのに加えて、神は私たちに個

人的で、より私的な祈りの習慣に参加する

ことをも望んでおられます。それはあなた

と神との間だけの祈りです。イエスは私た

ちの祈りにおけるプライバシーについてこ

のように言われました。 

 

「あなたは、祈るときには自分の奥まった

部屋に入りなさい。そして、戸をしめて、

隠れた所におられるあなたの父に祈りなさ

い。そうすれば、隠れた所で見ておられる

あなたの父が、あなたに報いてくださいま

す」(マタイ6:6)。 

 

閉じられた戸の奥で祈るようにとイエスが

私たちへ指示されたことは、神が親密にま

た個人的に私たちの人生に関心を持ってお

られることを示しています。神の願いは、



私たちが一対一の交流を通じて神との個人

的な関係を育むことです。神は、あなたが

神との個人的な関係に献身することに注目

しておられます。そしてあなたに報いて祝

福することを約束しておられます。 

 

神はまた、あなたと神との交流が真摯で開

かれたものであることを望んでおられます

。ちょうど私たちと私たちの愛する人との

関係のようにです。祈りの内容を一言一言

逐語的に覚えることも健全な慣習ですが、

神は私たちが祈りの言葉を上手に暗記する

ことよりも、私たち自身を真実に神に対し

て表現することを望んでおられます。イエ

スは、私たちの祈りの真摯さについてこう

言われました。 

 

「また、祈るとき、異邦人のように同じこ

とばを、ただくり返してはいけません。彼

らはことば数が多ければ聞かれると思って

いるのです。だから、彼らのまねをしては

いけません。あなたがたの父なる神は、あ

なたがたがお願いする先に、あなたがたに

必要なものを知っておられるからです」(

マタイ6:7-8)。 

 



神は私たちが祈り願う前から、私たちが何

を必要とし、何を願っているかをご存知で

す。しかしそれでもなお、神が私たちの最

善を願っておられると信じながら、真摯に

その願い事を言い表すことを願っておられ

ます。神は、愛と誠実とをもって個々の祈

りに応えたいと願っておられるのです。 

 

個人的な祈りのもう一つの重要な要素は、

粘り強さと継続性です。神は私たちの要求

を聞くことに決して倦むことはありません

。たとえそれが以前神に願ったことと同じ

ものであってもです。イエスは私たちが熱

心に祈ることの重要性についてこう言われ

ました。 

 

「求めなさい。そうすれば与えられます。

捜しなさい。そうすれば見つかります。た

たきなさい。そうすれば開かれます。だれ

であれ、求める者は受け、捜す者は見つけ

出し、たたく者には開かれます」(マタイ

7:7-8)。 

 

神との個人的な交流のために日々一定の時

間を割くことは、キリスト者として成長す

る上で重要なことです。邪魔されない時間



を日々選ぶようにしましょう。しかし神が

ストップウオッチを持って、あなたが神の

ために何分祈っているか正確に測っている

、とは考えないようにしましょう。神はそ

んなことはなさいません。プライバシー、

真摯さ、そして粘り強さ――この3つは、

神との一対一の祈りにおける非常に重要な

特徴であり、神と親密な関係を築くのを助

けます。あなたはこの貴重な時間を楽しむ

ようになり、今まで決してなかったような

仕方で神に依り頼むようになるでしょう。 

  



    

「効果的な個人的祈りのための神

の規範」 

 

主の祈りは、聖書の中で最もよく知られた

箇所の1つです。ほとんどの人は主の祈り

を暗記し、あるいは少なくとも聞けばそれ

と分かります。イエスは弟子たちにこう指

示されました。 

 

「だから、こう祈りなさい。『天にいます

私たちの父よ。御名があがめられますよう

に。御国が来ますように。みこころが天で

行われるように地でも行われますように。

私たちの日ごとの糧をきょうもお与えくだ

さい。私たちの負いめをお赦しください。

私たちも、私たちに負いめのある人たちを

赦しました。私たちを試みに会わせないで

、悪からお救いください。』」(マタイ6:9-

13)。 

 

主の祈りは今日でも最も頻繁に唱えられる

祈りの1つです。しかし、イエスがこれら

の貴重な言葉を弟子たちに与えられた時、



私たちが覚えられるように効果的な祈りの

手本を提供すること以上のことを意図され

ていました。イエスは、私たちの祈りの基

礎となる重要な枠組みを与えられたのです

。 

 

祈る時にあなたを制約するもの、あるいは

あなたの祈りを妨げるものについて、少し

考えてみましょう。もしかすると自分自身

のことに集中しすぎる傾向があるかもしれ

ません。祈っていても気が散ってしまった

り、居眠りしたりする傾向すらあるかもし

れません。これらは時々私たち皆が経験す

る共通の問題です。 

 

主の祈りは、その内容を各項目に分けて見

ると、こうした傾向や障害に打ち勝つ基礎

を提供してくれます。以下それらをみてみ

ましょう。 

 

  



   

「健全でバランスの取れた祈りへ

の6つの鍵－第1部」 

 

1．あなたが誰に向かって語っているのか

を知ること。「天にいます私たちの父よ…

」 

 

イエスが弟子たちに、御父に直接呼びかけ

るように指示された時、この考えは一部の

人々を驚かせたに違いありません。旧約聖

書の時代には、一般の人が神に願いを述べ

る唯一の方法は祭司を通じてでした。感謝

すべきことに、イエスはそのすべてを変え

るために来られました。 

 

私たちの罪を覆うためイエスが十字架上で

捧げられた完全な犠牲のお陰で、信仰者た

ちは今や御父と直接交流することができま

す。私たちが天の父に、「イエスの御名に

おいて」祈るのはこのためです。しかし、

祈りには定型の形式はなく、イエスに祈る

ことは御父ご自身に呼びかけるのと同じよ

うな意味があります。覚えておくべき最も



重要なことは、神とあなたの間の交流にと

って、今や障壁になるものは全くないとい

うことです。 

 

2．神があなたのためにしてくださったす

べてのことを思い起こし、それに感謝しま

しょう。「…御名があがめられますように

…」 

 

祈りの中に賛美と崇拝に特化した部分を取

っておくことで、あなたは自分自身への集

中を止めることができます。神は私たちの

必要や願いを聞きたいと願っておられる一

方で、私たちが神のなされたすべてのこと

に対する感謝を言い表し、「自分のことが

すべて」ではないことを理解するように願

っておられます。実際は、神のことがすべ

てです。神は豊かさと愛の神であり、賛美

と誉れとは神のものです。神があなたに与

えられた祝福と神との関係における計り知

れない特権に思いを巡らす時、神への感謝

、賛美、謝恩を表明するのはいとも簡単に

思えるでしょう。そして自分自身に集中す

ることは困難に思えてくるでしょう。 

 



3. 神が教会とあなたの人生のために持って

おられる目的が、完全に成し遂げられるよ

うに祈りましょう。「…御国が来ますよう

に。みこころが天で行われるように地でも

行われますように」。 

 

私たちが過去の問題を忘れ、未来の驚くべ

き可能性に心を向ける時、力強く効果的な

祈りが生まれます。過去をくよくよ考え続

けることは、あなたの未来を狭めるだけで

す。神の観点の上にしっかり立ち、過去の

困難な問題や失敗があなたの思考や考えを

消耗させたり狭めたりすることがないよう

にしましょう。キリストにあるあなたの豊

かな可能性を成し遂げたいという願いを神

に伝え、あなたのヴィジョンと夢を広げて

いただくように神に願いましょう。神はあ

なたが神の大きな目的を人生において達成

し、同時に神の教会の目的を達成すること

を願っておられます。 

 

  



   

「健全でバランスの取れた祈りへ

の6つの鍵－第2部」 

 

4. あなたの個人的な必要と願いを神に伝え

、それらを神が満たしてくださるように願

いましょう。「私たちの日ごとの糧をきょ

うもお与えください…」。 

 

神のあなたへの愛は深く、限りなく、無条

件です。聖書ではよく、子どもに対する愛

情深い父の慈しみにたとえられます。神は

子ども(つまりあなた)の話を聞きたいと思

われているのです。神はあなたの人生、あ

なたの必要や願いを聞きたいと思われてい

るのです。そして神はそれらの必要のため

にあなたが御許に来ることを願っておられ

ます。神は、あなたがこれまで期待してい

たことを遥かに超えて、あなたを祝福しよ

うと愛に駆り立てられておられるのです。 

 

5. あなたの罪を赦していただくよう神に願

い、あなたに悪をなした人を赦す必要があ

ることを心に留めましょう。「私たちの負



いめをお赦しください。私たちも、私たち

に負いめのある人たちを赦しました」。 

 

私たちの罪を赦してくださるように神に願

うことは、まず私たち自身に対する罪を認

識することから始まり、それからその罪を

神に告白することへ続きます。 

 

「もし、私たちが自分の罪を言い表すなら

、神は真実で正しい方ですから、その罪を

赦し、すべての悪から私たちをきよめてく

ださいます」(Iヨハネ1:9)。 

 

神があなたの罪を赦し、罪から清めてくだ

さったことは、確証されています。その赦

しによって、罪悪感、恥、断罪から自由に

なっています。 

 

しかし神は、神が私たちを赦したように、

私たちに対して悪を働いた人たちを私たち

も赦すように求められます。神からの赦し

を受けることが自由をもたらすように、他

人を赦すことも自由をもたらします。敵意

や怨み、また過去の罪に傷つけられ続ける

ことからの自由です。 



 

赦しを受けることと与えることの両方が、

キリストにある自由な人生を送る基礎にな

ります。 

 

6．誘惑や、神の目によく映らない状況を

避けるため神の導きを祈りましょう。「…

私たちを試みに会わせないで、悪からお救

いください」。 

 

神は私たちの罪を赦され、第一ヨハネ書

1:9で約束されているようにすべての不義

から清めてくださいましたが、私たちは未

だに誘惑に遭い、この堕落した世界に生き

ています。主の祈りのこの部分は、神が私

たちに与える赦しに安んじて無感覚になら

ないと同時に、将来の罪を避けることの重

要性を強調しています。神は私たちを赦す

ことで罪の霊的罰を取り除かれますが、必

ずしも罪がもたらす有害な結果を取り除か

れるわけではありません。この理由から、

誘惑を避けるために神の助けを求めること

は大切なのです。 

 

毎日、喜んで神に祈る時間をできるだけ神

に献げることから始めましょう。神は毎日



あなたにノルマを課されるわけではありま

せん。さらに、注意深くあり続け、「居眠

り」を避けることは時には困難でしょう。

しかし落胆しないでください。祈りの時間

を守りその時間を神に献げるならあなたは

神に祝福されるということを知りましょう

。 


